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Lesson

1

01 SiTE-Overlay についてご説明します。

SiTE-Overlay について

「SiTE-Overlay」は、既設路面の点群データを活用し、道路のセンター線形などの路線データを生成します。
さらに、この路線データに基づき、高精度な縦断・横断設計を行い、3 次元モデルを作成するシステムです。
生成された路線データは、既設路面の横断測量にも活用が可能です。
これらのデータから、切削オーバーレイに必要な設計データを効率的に作成し、ICT 施工（情報通信技術を
活用した施工）に対応したデータ出力が可能です。

対応ファイル形式

取り込み可能なファイル
las

点群データをそのまま
取り込むことができます。

laz
e57
ptx
cl3
clr
txt

読み込みを開始する行数・区切り文字・
座標（X・Y・Z）や受光感度などを
設定して取り込むことができます。

csv
pts
xyz



　

画面の配置を変更したい場合

スナップについて
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02 SiTE-Overlay の画面操作についてご説明します。

SiTE-Overlay の画面操作について

画面左下のスナップにて、3D モデルのサーチ等の設定を行うことができます。
※操作に応じて、使用できる設定が異なります。

SiTE-Overlay は、プレビュー画面の表示方法や配置位置を変更することができます。

プレビュー画面を別ウィンドウで表示したい場合
プレビュー画面のタイトルバーの上でダブルクリックすると、別ウィンドウで表示されます。

プレビュー画面の配置位置を変更したい場合
プレビュー画面はドラッグで配置位置を変更することができます。

ダ

ブルクリッ

ク

カチッ！

カチッ！

上記のマークが表示
されたら、配置した
い位置のマークまで

ドラッグします。

ドラッグ



ダ

ブルクリッ

ク

カチッ！

カチッ！
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03 SiTE-Overlay を起動し、新規路線を作成します。

新規路線を作成する

01 SiTE-Overlay を起動します。

02 新規路線を作成します。

１

２ 新規路線の情報を入力・設定します。

［新規路線］をクリックします。

1

1

入力・
設定2

3
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SiTE-Overlay のデータは自動保存ではないため、路線設定が終わった段階で保存してください。

データの保存について
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04 点群ファイルを取り込みます。

点群ファイルを取り込む

01 点群ファイルを取り込みます。

１

２

［点群］タブ→［点群］をクリックします。

点群ファイルを選択します。

1
2

3

4

取り込む点群データが TXT ファイルや CSV ファ
イルの場合、点群取込画面が表示されます。
読み込む列の設定（X、Y、Z、受光感度、R、G、
B）を行い、取り込んでください。

取り込み可能な点群データについては、P6 の
「取り込み可能な点群データについて」をご確

認ください。

点群取込画面が表示される場合



6

点群プレビューの表示設定は、［点群］タブ→［表示］より変更できます。

３

色設定
点群の描画色を「RGB」「受光感度」「標高」から設
定します。

点サイズ
点群の点サイズを設定します。

Z スケール
Z 方向の表示倍率を設定します。

2D 固定
2D/3D の表示を切り替えます

点群ファイルが取り込まれ、モデルツリーに点群データが追加されました。

LAS 形式、LAZ 形式、E57 形式、PTX 形式、CL3 形式、CLR 形式のファイルの場合、点群データを
そのまま取り込むことが可能です。
TXT 形式、CSV 形式、PTS 形式、XYZ 形式のファイルの場合、点群取込画面にて読み込みを開始す
る行数・区切り文字・座標（X・Y・Z）や受光感度などを設定して取り込むことが可能です。

取り込み可能な点群データについて

点群プレビューの表示設定について

1
1

2
2

3

3

4

4



Lesson

7

05 施工範囲の起点と終点・平面線形の直線部の起点と終点等の座標ファイルを取

り込みます。

座標ファイルを取り込む

01 座標ファイルを取り込みます。

１ ［点群］タブ→［座標］をクリックします

1
2

２

３

座標ファイルを選択します。

座標ファイルが取り込まれ、モデルツリーに座標データが追加されました。

3

4
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01 施工範囲外の点群を削除します。

１

２

３

［点群］タブ→［2D 固定］をクリックします。

［範囲削除］をクリックします。

削除する範囲を指定します。今回は、「多角形」で指定します。

06 指定した範囲の点群を編集します。

点群を編集する①（範囲削除）

1

3

4

2

2D 固定を選択するとプレビューが 2D 表示、2D 固定を解除
するとプレビューが 3D 表示されます。

2D 固定について

背景が濃い灰色
2D 固定選択状態

（2D 表示）

背景が薄い灰色
2D 固定解除状態

（3D 表示）
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４

５

プレビュー上で削除する範囲をクリックで指示し、右クリック→［範囲確定］をクリックします。

削除対象の点群が赤色で表示されます。
右クリック→［削除実行］をクリックします。

6

7

クリック
で削除範囲

を指示
5
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６ 削除対象の点群が削除されたことを確認してください。

確認8
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07 地表面以外の不要な点群を抽出し、削除します。

点群を編集する②（地表面）

01 不要な点群を抽出し、削除します。

１ ［点群］タブ→［2D 固定］をクリックし、2D 固定を解除します。

1
2

2D 固定を選択するとプレビューが 2D 表示、2D 固定を解除
するとプレビューが 3D 表示されます。

2D 固定について

背景が濃い灰色
2D 固定選択状態

（2D 表示）

背景が薄い灰色
2D 固定解除状態

（3D 表示）

２ モデルツリー上で、編集したい点群データを選択し、［地表面］をクリックします。

4

選択3
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6

8

３

５

しきい値に数値を入力し、［実行］をクリックします。

モデルツリーに、「元データ」「地表面データ」「非地表面データ」と分類分けされて点群データが追加
されました。

入力5

しきい値の数値が小さいほど、削除対象の点群の数が多くなります。

しきい値について

４ 削除対象の点群が赤色で表示されます。
確認し、［確定］をクリックします。

確認7
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08 点群や座標から道路中心線形を作図します。

道路中心線形を作図する

01 平面線形を作図します。

１

1
2

4

5

描画方法について

２

３

［線形］をクリックします。

作図のモードを選択します。
今回は、［曲線］をクリックします。

描画方法を切り替えます。
［点群］タブ→［描画方法］→［平行投影］をクリックします。 

3

平行投影 平行に並んだ辺が、どれだけ遠くにあっても同じ長さで表示します。

透視投影 長方形を斜めから見た場合に、長方形の奥にあたる辺を手前の辺より短く表示します。



手順１

始点①

②

③

④

始点

終点

終点

1本目の直線

2本目の直線

⑤

始点

始点

1本目の直線

2本目の直線

IP 点

手順３

始点

始点

1本目の直線

2本目の直線

IP 点

手順２

14

6

9

7

8

４

５

プレビュー上で座標をクリックで指示し、1 本目の直線を作図します。

同様に、2 本目の直線を作図します。

今回は、以下の手順で平面線形を作図します。
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2 本の直線が
延長し、IP 点

（交点）が作図
されました。

02 曲線部を作図します。

１ 今回は、曲線部の道路センター上の任意点をクリックします。

1

直接数値を入力して、曲線半径を指定すること
もできます。

曲線半径の入力方法について
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３ 曲線部が点群に乗らない場合、曲線半径を修正します。
今回は R（曲線半径）の数値を変更します。

２ 曲線部が作図されます。

R（曲線半径）
が自動で入力

されます。

数値を
変更2

右クリック
→［オペレーショ
ンバック］からも
曲線半径を修正

できます。

４ 円弧の頂点付近が点群と一致したことを確認します。

確認3
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円弧から直線に変わる付近は、点群と一致しません。
そのため、クロソイド曲線（緩和曲線）があることが推測されます。

円弧から直線に変わる付近の曲線について

５

入力4

６

７

右クリック→［確定］をクリックします。

線形の登録が完了し、モデルツリー上に線形データが追加されました。

5

クロソイド 1（前半）とクロソイド 2（後半）のパラメータを入力します。
※水色のクロソイド曲線がプレビュー表示されます。
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01 「道路中心線形を作図する（P13）」で登録した線形データを取り込みます。

１ ［平面線形］タブ→［線形取込］をクリックします。

09 平面線形で施工の開始点を設定します。

平面線形を計算する

1
2

3

4

２ 「道路中心線形を作図する（P13）」で登録した平面線形データを選択し、取り込みます。

線形が複数
ある場合、複数
取り込むことも

可能です。

［平面線形
【要素法】］タブ
に線形のデータが

取り込まれ
ます。
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02 平面線形計算を行います。

１

２

［計算実行］をクリックします。

計算設定を行います。

1

3

設定2

［平面線形
【要素法】］タブから
［計算結果］タブに
切り替わり、２で設定

した測点の一覧が
表示されます。

平面プレ
ビューにも
測点が表示
されます。
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03 施工開始点を設定します。

１

２

［開始点指定］をクリックします。

平面プレビュー画面にて、施工開始点をクリックします。

1

路線抽出開始点は、平面線形の直線を作図するための始点です。
路線抽出開始点から NO.0（BP）が割り振られています。
発注者と立会確認等で決定した施工開始点を、NO.0（BP) 追加距離 0m に変更します。

施工開始点の設定について

2

３ No. と追加距離を「0」に設定します。

4

「0」に
設定3
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5

４ 計算設定を行います。

7

設定6

施工開始点
の位置を測点 No.0
と追加距離「0」m
での再計算結果が

表示されます。

平面プレ
ビューにも

再計算結果が
表示され

ます。
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入力5

本書では、
工事基準点の
入力の説明は
割愛します。

設定3

01 「快測ナビ」で取込可能な平面線形データを出力します。

１ ［ファイル］→［快測ナビ平面線形データ出力］をクリックします。

10 快測ナビを用いて道路中心線形に対する正確な断面方向の幅員および道路端部
などの標高を計測するため、快測ナビ用の平面線形データを出力し、現場で既
設路面の測量に活用します。

快測ナビ用の平面線形データを出力する

1

2

4

7

２ 工事基準点を設定し、［出力］をクリックします。

※快測ナビの詳しい操作については、「快測ナビ　基本操作マニュアル」をご覧ください。

３ ファイル名を入力します。

6
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01
１ ［点群］タブ→［座標］をクリックします。

1

4

2

11 各測点にて計測した既設路面の座標を取り込みます。

既設路面の座標を取り込む

２ SIMA ファイルを選択します。

選択3

３ SIMA ファイルが取り込まれ、モデルツリーに座標データが追加されました。

平面プレ
ビューにも

座標と座標名
が追加され

ます。

各測点にて計測した道路端部などの座標 SIMA ファイルを取り込みます。
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6

５

４ 「座標ファイルを取り込む（P7）」で使用した座標データのチェックを外し、非表示にします。

チェック
を外す5

［平面線形］タブをクリックし、平面プレビューで中心線形から左右に直角方向へ道路端部の座標点が
表示されたことを確認してください。

確認 7
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01 平面線形に直交するスライス断面を作成します。

12 平面線形に直交する断面を作成し、不要な点群を目視で確認しながら削除します。

スライス断面を作成して不要な点群を削除する

１ ［点群］タブ→［2D 固定］をクリックし、2D 固定を解除します。

1
2

3

2D 固定を選択するとプレビューが 2D 表示、2D 固定を解除
するとプレビューが 3D 表示されます。

2D 固定について

背景が濃い灰色
2D 固定選択状態

（2D 表示）

背景が薄い灰色
2D 固定解除状態

（3D 表示）

２ ［スライス］をクリックします。
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３

４

［断面厚（m）］および［カメラ移動量］にそれぞれ数値を入力します。

スライス断面を表示したい線形上の任意点をクリックし、位置を固定します。
線形上にスライス断面の範囲が表示され、スライス画面に断面が表示されます。

位置を
固定6

入力4

入力5

位置を固定
すると、スライス

断面の色が
変わります。

［Z スケール］
を変更すると
不要点を選択

しやすく
なります。

曲線部等は
断面厚とカメラ

の移動量に異なる
数値を設定すること
で、詳細に作業を

することが
できます。
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断面厚の拡大 /縮小について

断面厚等の操作について

「断面厚」は左図の通り、スライス断面の
厚さを表します。
スライス画面上で、マウスホイールを前
転 / 後転すると、スライス断面の幅を調整
できます。

カメラ移動量
スライス断面の前後の移動量を設定
します。

起点側 /終点側
スライス断面の位置を、移動量で設
定した数値の分、起点側または終点
側に移動します。

カメラの移動について

1

1

2

2

02 範囲を指定して、点群データを削除します。

１ スライス画面にて、［範囲削除］をクリックします。

1

２ スライスの 2D ビュー上で、削除する点群の範囲をクリックで指示します。
※今回は［多角形選択］で範囲選択をします。

選択2
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３

４

５

右クリック→［範囲確定］をクリックします。

削除対象の点群が赤色で表示されます。右クリック→［削除実行］をクリックします。

削除対象の点群が削除されたことを確認してください。

3

4

右クリック→［初めから］をクリックし、操作をやり直してください。

削除する範囲に必要な点群が含まれてしまった場合
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13 平面線形をもとに、既設路面の点群から横断点を抽出します。

既設路面の横断点を抽出する

01 横断設計をする測点を選択します。

１

２

［既設路面］タブをクリックします。

取り込む測点を選択します。

1

2

4

選択3

　　を
クリック

すると、測点を
全選択 / 全解除

できます。

測点を選択し直す場合

　　    をクリック→［設計測点選択］より、
再度測点を選択してください。
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02 既設路面の点群から横断点を抽出します。

１

２

［既設路面抽出］をクリックします。

既設路面抽出画面にて、抽出範囲の設定をします。

1

3

設定2

抽出位置は、中央分離帯等がある場合に適用します。

以下の 4 種類から選択します。

最下点
最も標高の低い点のセンターからの水平距離と標高値を採用

最上点
最も標高の高い点のセンターからの水平距離と標高値を採用

近傍点
ピッチのライン上に最も近い点の水平距離と標高値を採用（補正無効）

最頻値
最も頻度の多い値を採用

抽出位置について

選択方式について
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既設路面の抽出範囲の設定項目について

抽出幅

断面厚 (m)

No.1

3.50

3.50

抽出幅

「選択方式」で抽出
最下点 /最上点 / 最頻点

中央分離帯0.50
0.30

BP 側 EP 側

抽出ピッチ

抽出幅

断面厚 (m)

抽出ピッチ

No.1

3.50

3.50

抽出幅

中央分離帯0.50
0.30

BP 側 EP 側

0.10

近傍点範囲

抽出範囲を以下の内容で設定する場合、右図のイメージの路面となります。

近傍点は、抽出ピッチに一番近い点を採
用します。
補正が無効の場合は、抽出ピッチに一番
近い点の高さと水平距離を採用します。
補正が有効の場合は、補正範囲内の中で
抽出ピッチに一番近い点の高さを採用
し、水平距離は抽出ピッチの水平距離を
採用します。

「近傍点」を選択した場合
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3

既設路面
の抽出が完了

しました。

横断プレビュー画面について

横断プレビューの縦横比を設定します。

表示する点群の断面厚を設定します。

1

1 22
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14 既設路面の端部等の横断点を削除して調整します。

既設路面の横断点を削除する

01 横断点を削除します。

１

２

画面を見やすくするため、横断プレビュー画面をドラッグで上部に移動します。

［既設路面］タブ→［横断点抽出］→［横断点削除］をクリックします。

3

ドラッグ

1

2

4
プレビュー上

で、右クリック
→［横断点削除］

からも、選択
できます。

プレビュー画面の配置位置変更の詳細は、「画面の配置を変更したい場合（P2）」をご確認ください。

プレビュー画面の配置を変更したい場合



34

5

３

４

削除したい点をクリックします。

選択した点が、プレビュー上および表から削除されたことを確認してください。

6
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15 点群から抽出した端部を横断測量した座標に移動します。

既設路面の横断点を移動する

01 横断点を移動します。

１ ［既設路面］タブ→［横断点抽出］→［横断点移動］をクリックします。

2

4

5

1

3
プレビュー上

で、右クリック
→［横断点移動］

からも、選択
できます。

２

３

移動したい点をクリックします。

移動先の横断座標をクリックします。
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４ 選択した点が移動されたことを確認してください。

横断測量の座標が表示されない場合

点群断面厚の数値を大きく設定することで、
表示される場合があります。
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16 既設路面を確認しながら、縦断の設計を行います。

縦断の設計をする

01 縦断の設計を行います。

１

２

［縦断設計］タブ→［曲線］をクリックします。

2
1

プレビュー上で、勾配位置②をクリックで指示します。
※施工開始点はすでに選択済みの状態です。

5

　をクリック、
または直接入力

して、折れ点高を
編集できます。

プレビュー画面の配置位置変更の詳細は、「画面の配置を変更したい場合（P2）」をご確認ください。

プレビュー画面の配置を変更したい場合

測点を
編集4

縦断の
警告厚が

破線で表示
されます。点群が

縦断警告線の
内側に入るように

勾配位置②を
クリックし

ます。

3
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勾配位置①をクリックで指示します。
次の VCL を想定し、勾配位置①が VCL に重ならないようにします。

３

8

４ 終点側の勾配位置②をクリックで指示します。

6

　をクリック、
または直接入力

して、折れ点高を
編集できます。

測点を
編集7

点群が
縦断警告線の

内側に入るように
勾配位置②を

クリックし
ます。

9
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VCL をクリックで指示します。

同様の手順で、施工終了点まで縦断設計を行い、右クリック→［確定］をクリックします。

５

６

13

11

14

直接数値
を入力して、

編集でき
ます。

　をクリック、
または直接入力

して、折れ点高を
編集できます。

測点を
編集10

12
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縦断の計算
結果が表示されます。

必要に応じて縦断線形
要素を修正して

ください。

警告厚を変更する場合

縦 断 線 形 の　　　  →［ 編 集 ］
をクリックします。

警告厚の数値を変更してください１ ２

12

4
変更3

縦断プレビューの表示と色の設定を変更する場合

各要素の表示 / 非表示を切り替えます。

各要素の色、プレビューの背景色、表
示の縦横比を設定します。

1

1 22
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センター以外にも複数の縦断設計をする場合

設計箇所を設定します。

縦断線形に追加されたことを確認してください。

※追加した縦断データは、［横断設計］タブ→［計画高取込］より取り込みが可能です。

今回は、センターから左に 2m の縦断設計を追加します。

２

３

縦断線形の　　　   →［新規］
をクリックします。

１

1
2 入力・

設定

3

4
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1

01 縦断図を図面出力します。

１

２

［縦断設計］タブ→［縦断図作成］をクリックします。

出力する測点を選択します。

17 設計した縦断の図面出力を行います

縦断図を出力する

2

4

選択3

　　を
クリック

すると、測点を
全選択 / 全解除

できます。
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３

４

各種設定をし、［図面保存］をクリックします。

ファイルを保存します。
※「縦断設計」フォルダーが作成され、DWG 形式で縦断図が保存されます。

設定5

6

9

入力7
8

［一時適用］をクリックすると、設定した内容でプレビューが表示され、変更後のイメージを確認
することができます。

［一時適用］について
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［左端部固定］
［右端部固定］

を選択
4

01 縦断設計の計画高を取り込みます。

１

２

［横断設計］タブをクリックします。

縦断設計で計画した高さを表層のセンターに取り込みます。

18 縦断設計の計画高を取り込み、表層の横断設計を行います。

表層の横断設計をする

1

2

5

表層
を選択

3
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6

表層の
ラインがピンク
色で描画され

ます。

３ 各測点の計画高等の数値を確認します。
また、全体平均厚・全体体積・全体表面積を確認してください。

必要に
応じて、計画

高を編集
します。

確認7

確認8
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横断勾配を指定して表層を設計する場合

［横断設計］タブ→［シミュレーション］をクリックします。

シミュレーション画面にて、各種設定をします。

表層が選択されていることを確認

現在選択している測点を確認

勾配を指定したい測点範囲を設定

［勾配で計算］を選択

［センター基準］を選択

左右の勾配を入力

１

２

2
1 1

2

1 13

3

2
2

4

4

6 6

6

5
5

［計算実行］をクリックし、［確定］をクリックします。３

指定した勾配で表層が設計されたことを確認してください。４

3 4
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01 表層をもとに切削層をシミュレーションします

１ 設計層の　　をクリックして、設計層を切削層に切り替え、［シミュレーション］をクリックします。

19 表層をシフトして、切削層の横断設計を行います。

切削層の横断設計をする

2

1

２ 切削層をシミュレーションします。今回は表層の厚さを 50mm で設定します。

3

全測点
を選択4

［表層を
基準にシフト
量で計算］を

選択

5

シフト量
に［-50.0］

と入力
6

切削層を追加したい場合

　　   →［設計層構成設定］より、切削層を追加すること
ができます。2

1
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切削層の
ラインがピンク
色で描画され

ます。

４ 各測点の計画高等の数値を確認します。
また、全体平均厚・全体体積・全体表面積を確認してください。

必要に
応じて、計画

高を編集
します。

確認9

３ ［計算実行］をクリックし、［確定］をクリックします。

7 8

確認10
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20 設計した横断の図面を出力します。

横断図を出力する

01 横断図を選択します。

１ ［横断設計］タブ→［横断図作成］をクリックします。

2
1

２ 出力する測点を選択します。

4

選択3

　　を
クリック

すると、測点を
全選択 / 全解除

できます。
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３ 各種設定をし、［図面保存］をクリックします。

設定5

6

9

入力7
8

４ ファイルを保存します。
※「横断設計」フォルダーが作成され、DWG 形式で横断図が保存されます。

［一時適用］をクリックすると、設定した内容でプレビューが表示され、変更後のイメージを確認
することができます。

［一時適用］について
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21 各種計算書を印刷します。

計算書を印刷する

01

02

計算書を確認します。

印刷する帳票を選択します

１

１

［印刷プレビュー］タブをクリックします。

［設定］をクリックします。

1

1

タブを
クリックして、
表示される帳

票を切り替えら
れます。
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２

３

４

印刷する帳票を選択します。

［印刷］をクリックします。

印刷対象を選択します。

3

4

6

選択2

選択5
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５ プリンタを設定し、印刷してください。

設定7

8
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01 各計算書の設定を変更します。

１

２

３

［印刷プレビュー］タブ→［レイアウト］をクリックします。

表示設定を変更したい項目をクリックし、プロパティにて設定を変更します。

表示設定が変更されたことを確認してください。

22 各種計算書の設定を変更します。

印刷プレビューの設定をする

1

6

3

2

5

4
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23 TS 出来形設定で各断面の構成点を接続し、面データを作成します。

TS出来形設定で面データを作成する

01 構成点を接続します。

１

２

［横断設計］タブ→［出来形設定］をクリックします。

現在選択している形状（層）を確認し、構成点接続を初期化します。

1
2

4

確認

3
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３

４

５

［構築形状を選択］をクリックします。

接続する形状（層）を選択します。

構成点の接続状況を確認します。

5

7

選択6

確認8
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６ ［OK］をクリックします。

9

構成点の接続状況により、表示される線の
種類が異なります。
実線
前後の断面で点と点が接続されている状態

破線
前後の断面ではない点と点が接続されてい
る状態

測点によって構成点の数が合わない場合
は、［接続］や［解除］を使用して、接続
を編集します。

構成点接続の
実線と破線の違いについて 構成点接続の編集について

02 面データを確認します。

１ ［点群］タブをクリックし、面データを確認してください。

1

確認2
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縦断ピッチを変更する場合

［設定］→［システム設定］をクリックします。

［3D 設計データ］タブをクリックし、ピッチを変更します。

１

２

1 1

3

2

5

変更4
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24 各種設定を行い、LandXML 形式でファイルを出力します。

LandXML出力をする

01 LandXML ファイルを出力します。

１ ［ファイル］→［LandXML 出力］をクリックします。

1

2

4

２ LandXML 出力設定をします。

設計データに変更がある場合、設計データの再構築を行うメッセージが表示されます。
［OK］をクリックし、設計データを再構築してください。

設計データに変更がある場合

起点から前に /終点から後に
ICT 切削機を起終点にセットする目安
となります。

横断幅を左に /横断幅を右に
ICT 切削機の横断施工位置が本来の設
計範囲から外れても、高さの目安が分
かるよう拡張します。

設計の境界を外側に延長する
設定について

設定

3
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入力5

7

３ ファイル名を入力して、出力してください。

6
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Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
Adobe、Acrobat は Adobe KK（アドビ株式会社）の商標です。
その他の社名および製品名は、それぞれの会社の商標または登録商標です。

このマニュアルは、SiTE-Overlay Ver.1.00.00 の画面で作成しています。

ご注意

商標および著作権について

（1）本書の内容およびプログラムの一部、または全部を当社に無断で転載、複製することは禁止されております。

（2）本書およびプログラムに関して将来予告なしに変更することがあります。

（3）プログラムの機能向上、または本書の作成環境によって、本書の内容と実際の画面・操作が異なってしまう可能性があります。

この場合には、実際の画面・操作を優先させていただきます。

（4）本書の内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点・誤り・記載漏れなどお気付きの点がございましたら、当社

までご連絡ください。

（5）本書の印刷例および画面上の会社名・数値などは、実在のものとは一切関係ございません。

株式会社  建設システム　  〒417-0862　 静岡県富士市石坂 312-1　  　TEL 0570-200-787
2025 年 6 月 16 日 発行

サポートページ
［kentem］

ソフトの操作に困ったら「サポートページ」をご活用ください！

「サポートページ」へのアクセス方法

機能・操作に関するサポートコンテンツを多数ご用意しております。よくあるご質問（FAQ）、PDF マニュアルなどを
ご確認いただけます。業務効率化や不明点の確認・学習にお役立てください。

検索サイトから検索する２デスクトップにある
ショートカットをダブルクリックする

1

ダブル
クリック

KENTEM サポート
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